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公共事業進捗報告シート

40 ~ 年度

１　公共事業の基本情報

２　事業の進捗率

令和6年度

公共事業名 消防施設等整備事業 事業期間 昭和

消防・救急体制の充実

整備概要
・小型動力ポンプ付積載車、消防ポンプ自動車の整備　　・消防格納庫の整備
（事業の進捗率は、総合計画・後期基本計画期間のR2～R6で進捗を示す）

整備の目的
消防団の消防ポンプ、ポンプ積載車、消防格納庫の消防設備の整備を計画的に進めるとともに、消防設備の整
備及び更新を図り、火災発生時の消火活動に支障が出ない体制をつくる。

事業費決算（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    
施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

基本事業

工事請負費 143,493 94,680 96,890 119,551

区分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

用地購入費 21,842 18,097 14,142 10,629

測量・監理等委託料 6,230 8,511 6,473 9,787

その他事務費等 74,219 70,180 97,629 88,823

補償費 3,898 751 826 210

うち佐賀市の負担 2,811 5,419 2,260 10,374

計 249,682 192,219 215,960 229,000

工事請負費 454,614

区分 年度 年度 年度 年度 合計

用地購入費 64,710

測量・監理等委託料 31,001

その他事務費等 330,851

補償費 5,685

20,864

計 886,861

R2
目標

R3
目標

R4
目標

うち佐賀市の負担

目標

実績
R5

目標
R6

目標 目標

実績

24.5% 42.0% 62.9% 81.4% 100.0%

目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

目標 目標

16.8% 32.6% 50.3% 69.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

R2 R3 R4 R5 R6 - - - - -

目標 実績
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事務事業実績報告シート

12 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和6年度

事務事業名 常備消防負担金 事業期間 平成 年度

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係　 担当課⾧名 上野　良知

基本事業 消防・救急体制の充実

事業概要・目的 佐賀中部広域連合の消防運営経費に対しての負担金を支出する。

事業の対象者 市民

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

根拠法令等 佐賀中部広域連合規約第15条、佐賀中部広域連合の運営に関する協定書

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 3,075,945 3,140,096 3,172,059 3,196,108
うち佐賀市の
負担額

3,075,945 3,140,096 3,172,059 3,196,108

活動実績① 単位

佐賀広域消防局の職員数 人

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

454 453 453 453

上記活動実績の設定により、負担金の支出を通じ、佐賀広域消防局の運営に寄与し、消防・救急体制の充実に資する。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位
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事務事業実績報告シート

2 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

上記活動実績の設定により、負担金の支出を通じ、佐賀県防災航空隊の運営に寄与し、消防・救急体制の充実に資する。
活動実績については、事故や災害等の発生状況により異なる。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位

活動実績① 単位

出動回数（訓練以外） 回

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

0 36 32 32

　　事業費総額 13,375 14,066 14,207 14,768
うち佐賀市の
負担額

13,375 14,066 14,207 14,768

根拠法令等 防災航空隊の運営に関する協定

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

基本事業 消防・救急体制の充実

事業概要・目的
消防組織法第30条により、市町の⾧の要請に応じ、航空機を用いて市町の消防を支援するため、佐賀県が佐賀
県防災航空隊を設置し、隊員として消防本部等から派遣されている職員を充てている。その人件費に相当する額
を各市町が負担金として支払うことにより、佐賀県防災航空隊の円滑な運営を図る。

事業の対象者 県民

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係　 担当課⾧名 上野　良知

令和6年度

事務事業名 防災航空隊運営経費負担金事業 事業期間 令和
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 消防団員管理事業 事業期間 昭和

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的

消防団とは地域の安全を維持するために必要な組織である。その消防団活動に必要な被服の貸与、報酬、補償
等の事務を行っている。火災を始め、あらゆる災害に対応できる能力及び体制を確立すべく教育訓練を実施し、団
員の育成を図る。また、管理システムを利用し、表彰、報酬支給等の一元的な管理を行うことにより、事務の省力
化及び迅速化を図る。

事業の対象者 消防団員

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・消防団活動に必要な被服の貸与、報酬、補償等の事務
・訓練及び式典に係る事務
・消防団員確保のための装備品の充実及びラッピングバス等の広報事業に係る事務

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

201,875 205,522 216,900 230,798

　　事業総額 281,652 271,162 287,183 323,151

成果指標① 単位

消防団員数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

3,621
3,800 3,800 3,500 3,500

年々消防団員数の減少が顕在化し、消防団員の処遇改善の必要性が増している状況である。そのため、消防団アンケートを実施
するなど、広く団員の意見を聴き、集約し、処遇改善に反映させていく必要がある。一方で、単に負担軽減のため、訓練等を減らして
いくのではなく、必要な訓練とのバランスを考慮した上で、見直しを行っていく。

3,509 3,388 3,229

成果指標② 単位

消防団訓練回数 回

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

成果目標達成に向けた対応策等

125
250 250 250 250

78 112 220

③達成できていない
団員確保のための装備品の充実及び広報事業を行ってはいるものの、団員数については、目標
値を下回っている。一方で消防団訓練については、新型コロナウィルス感染状況が落ち着いてきた
こともあり、通常訓練が実施できるようになり、昨年の２倍の訓練を実施することができた。

2500

3000

3500

4000

R2 R3 R4 R5 R6
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公共事業進捗報告シート

40 ~ 年度

１　公共事業の基本情報

２　事業の進捗率

令和6年度

公共事業名 消防水利整備事業 事業期間 昭和

消防・救急体制の充実

整備概要
防火水槽の整備及び消火栓の新設、移設、修繕等
（事業の進捗率は、総合計画・後期基本計画期間のR2～R6で進捗を示す）

整備の目的
消火栓や防火水槽等の消防水利の整備を図り、消防用水を確保することで、火災発生時に迅速かつ効果的な
消防活動ができる環境整備を行い、安心・安全な市民生活に寄与する。

事業費決算（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    
施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

基本事業

工事請負費 9,247 7,771 18,801

区分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

用地購入費 719

測量・監理等委託料 473 495 823

その他事務費等 33,104 28,053 30,794 26,868

補償費 95

うち佐賀市の負担 27,409 22,819 22,794 22,218

計 43,638 36,319 30,794 46,492

工事請負費 35,819

区分 年度 年度 年度 年度 合計

用地購入費 719

測量・監理等委託料 1,791

その他事務費等 118,819

補償費 95

95,240

計 157,243

R2
目標

R3
目標

R4
目標

うち佐賀市の負担

目標

実績
R5

目標
R6

目標 目標

実績

24.9% 48.1% 66.3% 83.2% 100.0%

目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

目標 目標

20.0% 41.3% 59.4% 86.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

R2 R3 R4 R5 R6 - - - - -

目標 実績
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事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 消防施設等維持管理事業 事業期間 昭和

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
消防団の消防ポンプ、ポンプ積載車、消防格納庫等の消防設備の整備を計画的に進めるとともに、消防設備の
整備・更新、維持管理を図り、火災発生時の消火活動に支障が出ない体制をつくる。

事業の対象者 市民、消防団員

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　消防係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・消防積載車車検及び点検整備
・消防積載車及びポンプ修繕
・消防格納庫及び防火水槽修繕
・消防資機材の整備

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

30,193 29,365 39,980 33,476

　　事業総額 31,943 31,156 41,776 35,219

成果指標① 単位

消防格納庫建替棟数 棟

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

6
4 5 5 5

4 3 4

成果指標② 単位

消防積載車更新台数 台

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 消防格納庫の建替え及び消防積載車の更新をはじめ、消防設備の維持管理を図っている。

成果目標達成に向けた対応策等

消防施設の更新及び消防資機材の整備を計画的に施行するとともに、消防施設等の不具合等が生じた際は早急に修繕し、日頃
から点検整備を行うことにより、地域の防災力の維持及び向上を図る。
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8 11 10
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事務事業進捗報告シート

7 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 防災訓練 事業期間 平成

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
消防、警察、自衛隊、日本赤十字、ボランティア団体など災害に関わる機関・団体との連携強化を図るとともに、
地域住民・事業所参加型の総合防災訓練を実施し、市民の防災意識を向上させる。

事業の対象者 市民、事業者、防災関係機関・団体、市職員

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

令和５年１１月１２日に三瀬グラウンドを会場として実施。令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

597 30 1,380 1,825

　　事業総額 597 30 1,380 1,825

成果指標① 単位

住民の訓練参加率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

1
2 4 6 8

― 32 11

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 住民が参加し、防災意識の向上に寄与した

成果目標達成に向けた対応策等

引き続き、より多くの地域住民が参加できるよう、自主防災組織等と連携を図りながら実践的な訓練を実施する。
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事務事業進捗報告シート

24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 防災備蓄整備事業 事業期間 平成

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
東日本大震災等の大規模災害の教訓を踏まえ、市民の避難所における生活環境の向上を図り、避難生活での
不便をできるだけ解消するため、災害時に必要となる食料、飲料水、生活必需品及び資機材等の維持管理及び
更新を行う。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　防災対策係　 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・物資の補充、更新及び修繕
・防災備蓄倉庫の管理
・災害時に使用した毛布類のクリーニング、再配備

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

7,468 5,330 5,083 1,957

　　事業総額 11,301 8,980 6,788 2,342

成果指標① 単位

食料の備蓄総量 食

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

57,642
37,105 37,105 37,105 37,105

58,814 54,904 46,295

成果指標② 単位

毛布の備蓄総量 枚

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している 食料、毛布ともに備蓄目標を充足している。

成果目標達成に向けた対応策等

佐賀市防災備蓄計画に基づき、適正な管理、更新を行う。
更新する物品について、数量、内容等の必要な見直しを継続的に実施する。

11,173
11,595 11,595 11,595 11,595

13,110 14,133 14,241
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事務事業進捗報告シート

24 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 地域防災計画管理事業 事業期間 平成

基本事業 危機管理対策の充実

事業概要・目的
災害対策基本法の改定、佐賀県地域防災計画の修正及び防災に対する本市の新たな取り組み等を踏まえた佐
賀市地域防災計画の見直しを行うとともに、佐賀市地域防災計画に基づく事業を実施することにより、防災・減災
体制の充実を図る。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　防災対策係　 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・佐賀市地域防災計画の修正（R5.10表決⇒R5.12公表）
・佐賀市防災会議の開催（R5.5、R5.10）
※ R4~避難所看板整備に係る経費を避難所運営管理経費に移管

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

683 1,825 110 134

　　事業総額 683 1,825 110 134

成果指標① 単位

近所の避難場所・避難所を把握している割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

83.5
82.0 83.0 84.0 85.0

83.4 83.6 83.6

成果指標② 単位

室内の地震対策や非常用持ち出し袋の準備をしている割合 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
生命、身体に危害が及ぶような大きな災害の経験がないことから、市民の防災意識が高くない状
況となっている

成果目標達成に向けた対応策等

（災害を自分事として捉えていただくため）平時の情報発信の方法をより身近なものにしていくことと、内容についても被災体験を語っ
てもらうなど、見直しを行っていく。
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事務事業進捗報告シート

20 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 自主防災組織育成事業 事業期間 平成

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
自主防災組織の結成を促進するとともに、自主防災組織が行う防災活動及び資機材の整備に対し補助を行い、
自主防災組織の育成・強化を図る。

事業の対象者 自主防災組織が未結成の地区及び既存自主防災組織

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・職員出前講座の実施　79回
・自主防災組織が行う防災活動及び資機材の整備等に対する補助　延べ194組織
・自主防災組織研修会の実施（Ｒ5.5.13　自主防災組織88組織、R6.3.16 自主防災組織未結成地区32
組織）

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

16,169 11,123 12,431 16,093

　　事業総額 17,869 13,123 12,431 18,093

成果指標① 単位

自主防災組織率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

79
80 82 84 86

79 83 84

成果指標② 単位

研修会参加団体数 団体

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
未結成地区に対する研修会を実施したことにより、結成率は目標値を上回った。引き続き、研修
会等により結成を促す。

成果目標達成に向けた対応策等

自主防災組織未結成の地区に対し、職員出前講座等を実施しながら組織結成を呼び掛ける。
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事務事業実績報告シート

4 ~

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和6年度

事務事業名 ハザードマップ作成等事業 事業期間 令和 年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係　 担当課⾧名 上野　良知

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
市民が平時に災害リスクを認識し、いざという時に的確な避難行動がとることができるよう、必要かつわかりやすい情
報を地図上に表示・記載し、市民へ周知を行う。

事業の対象者 市民

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

根拠法令等 災害対策基本法、水防法、佐賀市地域防災計画

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

　　事業費総額 2,200 268
うち佐賀市の
負担額

1,200 268

活動実績① 単位

ハザードマップ作成数 部

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

1,000 3,000

ハザードマップを必要数作成することができた。今後も必要に応じて増刷・作成する。

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

活動実績② 単位
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事務事業進捗報告シート

3 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 避難確保計画推進事業 事業期間 令和

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的

浸水想定区域や土砂災害警戒区域内に位置し、佐賀市地域防災計画に定められた要配慮者利用施設につい
て、義務化となった避難確保計画の作成及び避難訓練の実施を促進することにより、利用者の円滑かつ迅速な避
難の確保を図る。
※要配慮者 ・・・ 高齢者、障がい者、乳幼児、児童、傷病者、妊婦、外国人など、災害時等に特に配慮が必要
な方（災害対策基本法第８条第２項）

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・対象施設に避難確保計画作成の依頼文を送付
・提出された避難確保計画の点検
・未提出施設に再度作成依頼

令和5年度

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

5,539 6,383 6,761

　　事業総額 5,539 6,383 6,761

成果指標① 単位

避難確保計画の作成率 ％

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

60 100 100 100

82 99 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

①達成している
佐賀市地域防災計画に位置づける要配慮者利用施設のうち、作成率は100%（944施設
/944施設）となった。

成果目標達成に向けた対応策等

新設施設に対して引き続き、作成に向けた支援を行い、作成率100%を継続するよう取り組むとともに、策定した施設については避
難確保計画に基づいた避難訓練の実施を促進していく。
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事務事業進捗報告シート

4 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 避難所運営管理事業 事業期間 令和

基本事業 地域の防災力の向上

事業概要・目的
市の指定避難所等について適切な管理・運営を行う。このことにより災害時に市民が安心して避難所等を利用で
きるようにする。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・避難所に配置するタブレットの維持管理
・避難所に設置する看板の整備及び修繕令和5年度

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

2,261 4,614

　　事業総額 3,578 4,854

成果指標① 単位

近所の避難場所・避難所を把握している割合 %

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

84.2 84.6 85.0

83.6 83.6

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない
生命、身体に危害が及ぶような大きな災害の経験がないことから、市民の防災意識が高くない状
況となっている

成果目標達成に向けた対応策等

繰り返し広報を実施し、認知度の向上を図る。出前講座の実施等、地域の防災力向上を図る。

82
83
84
85
86

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

0

0.5

1

1.5

R2 R3 R4 R5 R6

目標 実績

14



事務事業進捗報告シート

40 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 水防対策事業 事業期間 昭和

基本事業 危機管理対策の充実

事業概要・目的
洪水・津波・高潮による水害を軽減させるため、水防用資機材を整備するとともに、消防団と連携した水防訓練を
実施し水害発生時に備える。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・水防体制の設置（令和５年度水防体制　16回）
・消防団と連携した水防訓練の実施
・水防資機材の整備
・水防災情報システムの保守・運用

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

3,555 6,522 6,588 7,210

　　事業総額 3,555 6,522 6,588 7,210

成果指標① 単位

水防訓練参加者数 人

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
100 100 100 100

― 100 100

成果指標② 単位

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している 水防訓練を実施するとともに、必要に応じて水防体制をとった。

成果目標達成に向けた対応策等

水防工法の知識・技術を習得するとともに、消防団の連携・強化を図るため、水防訓練を実施する。また、水害発生時に備え、引き
続き水防用資機材の整備を行う。
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事務事業進捗報告シート

22 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和6年度

事務事業名 水防センター維持管理事業 事業期間 平成

基本事業 危機管理対策の充実

事業概要・目的
嘉瀬川の堤防が洪水などで破堤した場合に備え、災害復旧に必要な資材を備蓄し、水防活動の拠点として水防
センターの維持管理を行う。消防団と連携した水防訓練を実施し水害発生時に備える。

事業の対象者 市民

年度

担当部署・係名 危機管理防災課　地域防災係 担当課⾧名 上野　良知

総合計画に
おける位置づけ

政策 災害に強く、安心で利便性が高い暮らしが実感できるまち    

施策 07総合的な防災・危機管理対策の充実

・施設の維持管理
・消耗品等の整備
・消防団と連携した水防訓練の実施
・佐賀市行事等での利用
・他市町・団体の視察対応（熊本県人吉市、福岡県上毛町）

令和5年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

1,919 1,558 2,028 1,906

　　事業総額 1,919 1,558 2,028 1,906

成果指標① 単位

水防訓練及び水防に関する講座等の実施回数 回

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

ー
2 3 4 5

4 2 3

成果指標② 単位

R2 実績 R3
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実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

③達成できていない 消防団と連携した水防訓練は実施したが、視察や講座の依頼が少なかった。

成果目標達成に向けた対応策等

水防訓練の実施については、消防団と連携を図りながら、訓練の時期、参加人数、内容等を精査する。また、水防センター近隣の
小学校等に防災教育の場としての利用を働きかける。
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